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イタリアのフェアトレード

1970年代：FT始動 （教会グループ）

1990年代：活発化 （協同組合）

連帯型のCTM Altromercatoが牽引

ギリシャ、ポルトガルのFT活動も支援

← 生協（伊最大の小売りチェーン）が協力

認証型のFTラベルは1994年から

NGO的

主に企業



FT売上高の推移
年 連帯型 認証型 計 増減

2007 74.11 39.00 113.11 

2008 78.94 41.28 120.23 6.3 %

2009 72.15 43.38 115.53 -3.9

2010 73.89 49.40 123.29 6.7

2011 78.72 57.54 136.26 10.5

2012 74.75 66.44 141.19 3.6

2013 68.98 76.36 145.34 2.9

2014 66.51 90.00 156.51 7.7

2015 64.33 99.03 163.36 4.4

2016 60.66 110.20 170.86 4.6

2017 58.48 130.03 188.51 10.3

単位：100万ユーロ



近年の特徴 （Ⅰ）

連帯型FTの後退 （FTショップ閉鎖）

⇔ 反比例して認証型が伸長

スーパーの参入

景気の停滞・後退

FTショップ人材の高齢化

“過剰”な運動性

背景



近年の特徴 （Ⅱ）

国内フェアトレードの興隆（201０年代）

 移民労働者を搾取しない産品

 マフィアからの接収地で作られた産品

 刑務所の受刑者が作った産品

伊FT連合体：国内FTの推進を決定（2018年）

世界FT連盟：先進国の零細な生産者をFTの
対象とすることを決定（2017年）



近年の特徴 （Ⅲ）

政府による後押し

公共調達：学校・役所でFT産品利用
グリーン調達にFTも含める

FT推進法：10年がかりで成立間近

← 右派政権誕生が気がかり

FTタウン：地方政府を含めまちぐるみで
フェアトレードを普及推進



フェアトレードの認知度 （FTラベル）

2013年 イタリア 14 ％ ⇔ 17ヵ国平均 47％

2018年 イタリア 7 ％ ⇔ 欧州平均 37％

一人当たり年間購入額 （FTラベル商品）

2017年 イタリア €2.1（世界20位） ※日本 €0.74（21位）

※認知度・購入額が高い国：中欧・北欧

⇔ イタリアを含む南欧（＋東欧）は低い

他国（欧州諸国）との比較



FT認知度（FLO調査）



イタリアの倫理的消費 (Ⅰ)

政治的（反体制的）な指向性

ボイコット ＞ バイコット
欧米22カ国中、イタリアとギリシャのみ（2002年調査）

スローフード運動：反ファーストフード

参加者（％） ボイコット バイコット

22カ国平均 16.8 26.5

イタリア 7.6 6.5



イタリアの倫理的消費 (Ⅱ)

オーガニック（自分）／本物（郷土）志向
 オーガニック （vs フェアトレード）

 artigianale （職人の／手作りの）

 contadino （農家の／田舎くさい）

認知度
2017

オーガ
ニック

フェア
トレード

欧州平均 27％ 37％

イタリア 16％ 7％

一人年
2015

オーガ
ニック

フェア
トレード

欧州平均 36.4€ 7.0€

イタリア 38.1€ 1.6€

人気



南欧と北中欧の違い

フェアトレードに関して

 北中欧の方が早く始まる （1950／60年代から）

 北中欧の方が現実主義

倫理的消費一般に関して

 経済的な違い （北中欧の方が豊か）

 宗教的な違い （プロテスタントの方が自省的）

 文化的な違い （南欧は家族の絆、郷土愛が強い）

 移民問題 （南欧の方がよりnationalistic）



ご清聴ありがとう
ございました


